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植物は,古来から衣料品染料として用いられ,その自然な色彩は化学染料の発達した現在にお

いても好まれており,植物染料を用いて染色を施した衣料品や工芸品が日本各地で見受けられる｡

しかし,植物染料として使用される植物には,食品や医薬品として用いられるものも多く,衣料

用染料として用いるには収穫量の不足しているものや高価なものも少なくない｡鹿児島県には,

代表的な特産物としてさつまいもがあり,さつまいもの塊根は食用,アルコール原料,飼料とし

ての需要が大きい｡また,品種によっては,近年,塊根の色素を染料として利用しようという試

みもなされている1)｡

本研究では,塊根の収穫後,土壌の肥料,または,食品廃棄物として放置され,大量の収穫量

を見込むことのできるさつまいもの葉茎に着目し,染色時の発色の範囲を調べ,さらに,植物染

料として利用できる可能性についての検討を行った｡

2.万 汰

2.1試　　　料

植物染料として,さつまいも(IpomoeaBatatasPoir　ひるがお科,さつまいも属)の葉茎を用

い,平正元年11月に,鹿児島県姶良郡において食用である塊根を採取した後の葉茎を収集した2)｡

表1　被染色布の詳細

被染色布 繊維組織 織 組織 糸密 度 重 量 厚 さ
(% ) 本′cm; (g′cm2) (mm)

絹 布 絹 100 平 織 44×39 0.007 0.20

羊 毛 布 羊毛 100 平 織 26×23 0.012- 0.31



100

鹿児島大学教育学部研究紀要　自然科学編　第43巻(1991

被染色布として,繊維組織が羊毛100%,絹100%の2種の染色用未加工白布(衣生活研究会)

を用いた｡その詳細を表1に示す｡

2.2　染色方法

被染色布は,付着物を除去するために染色の前処理として,蒸留水2侶こアンモニア水1me

を加えた水溶液中に浴比1 : 50で被染色布を浸漬し, 40℃まで昇温し, 30分間撹拝した後,十分

水洗を行った3)｡乾燥後, 5×10cmの布片とし,染色に用いた｡

染色工程は,図1に示すように,染料の抽出,染色,媒染,

乾燥を1サイクルとした｡染料の抽出は　1-2cmに切断し

たさつまいもの菓茎に,蒸留水を加えて重量比をl :10とし,

昇温15分,定温30分,放冷2時間の処理を行い,渡過して染液

とした｡染液中に浴比l :50の割合で被染色布を浸潰し,ガラ

ス棒でよく撹拝しながら昇温30分,定温30分,放冷1時間の染

色を行った後,染色布を蒸留水で水洗し,渡紙上で水分を除去

した｡媒染は　0.5%の媒染剤の水溶液に染色布を20分間浸漬

した後,十分水洗した｡

最適な染色条件を調べるために,染液のpH,処理温度,咲

染剤の種類の異なる45種の染色条件で染色を行った｡染液の

pHの調整には1%水酸化ナトリウム水溶液と10%酢酸を用い

た｡抽出,染色,媒染の各処理温度は, 40℃, 60℃, 95℃とし,

一工程における抽出,染色,媒染の処理温度はほぼ同一とした｡

ただし, 95℃での抽出,染色においては媒染の作用温度を60℃

染色 の抽 出

漉過 (染液の作成)

染液のpH 調整

染 色

水 洗

煤 染

水 洗

煤 染

図1　染　色　工　程

とした｡媒染剤は　K2AI2(SO)4, SnCb, FeCb, CuSCX K2Cr207

(以下, Al,Sn,Fe,Cu,Crと記す)の5種を用いた｡染色の諸条件を表2に示す｡

表2　染料抽出と染色の条件

染色工程 項 目 条 件

抽 出

抽出温度 (℃) 40, 60, 95
抽出時間 (m in) 昇温15, 定温30, 放冷180
植物の重量 (g) 葉60, 茎100

染 色

染色温度 (℃) 40, 60, 95
染色時間 (m in) 昇温15, 定温30, 放冷180

pH 4, 6, 8
染浴比 l :50

媒 染

媒染温度 (℃) 40, 60
媒染時間 (m in) 20
媒染剤の種類 K2A l2(SO 4)4, SnC k, FeCh, CuS04, CnlfcO?
媒染剤の濃度 (% ) 0●5
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2.3染色布の色彩の測定

染色布の色彩は,色彩色差計(sMカラーコンピュータSM-3)を用いて,国際照明委員会

(CommissionInternationaldel'Elarage,CIE)のCIE1931標準表色糸の三刺激値X,7,Zとマン

セル表色糸の3属性である'H(色相V明度),c(彩度)を測定した｡測定値x,Y,Zから

次式によりrHe*7*L,a,bを算出した4),5),6)｡

L* - lie(Y/Yn)1/3-16

a* - 500　¥(X/Xn)m- (Y/YnY

b* - 200　¥(Y/YnV/蝣- {Z/ZnY/3i

--(1)

--(2)

･--(3)

X, Y, Z　　測定値

Xn, Yn, Zn ;完全拡散反射面の値

測定値H, V,Cから,寺主により提案されている視感色差値e (△E**/Co*)を算出し,標準色

400種のデータ-ベースから視感色差値の最も近似した標準色を検索し,その固有色名を染色布

の色名とした7),8),9)｡ここで,媛小化係数E,基本色差△E**,標準色の色濃度co*は,それぞ

れ, (4)式, (5)式, (6)式により求めた｡

｣ -　¥p(△｣*7cb*)l

P- 1.1-0.65oX co∫(3.6oX△Hsp)

･･･-(4)

△E**- [Cocl1-co∫(3.6-×△H)¥ +　△c*y+仏｣*(10-F)F/25|2] /2　　-(5)

C* - 21.72XIOcGfln//O)/2F/2

ヽ

_

　

　

　

　

　

　

…

c,v測定値

Co,Vo;標準色の値

C*;色濃度

β*;鮮明度

tanHo;(HogB*の直線の勾配

△H,'5P5P色相からの色相ステップ差

h;定数(-0.43)

･-蝣(6)
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2.4　耐光堅ろう度試験と耐光性の評価

さつまいも葉茎の植物染料として実用性を検討するために,染色布の基本的な品質として要求

される耐光性について,堅ろう度試験を行った｡耐光堅ろう度試験は, JISL-0842に準じ,紫外

線ロングライフフェードメータ(FAL-5型)を用い,染色布とブルースケールをフェードメー

タのホルダーに装着して,カーボンアーク灯の露光時間を8時間, 16時間, 32時間の3段階とし

て行った10),ll)｡

露光前後の染色布のX, Y, Z値を色彩色差計を用いて測定し,測定値から色度値x,J､を次式に

より求め,露光による染色布の色相変化を色度図上で定量化した｡

x - x/(x+Y+Z)

y - Y/(x+Y+Z)

表3　耐光堅ろう度の等級と評価

等級 (N C♯) 評 価

1 最 弱

2 弱

3 可

4 や や 良

5 良

6 はなはだ良

7 倭

8 秀

--(7)

--(8)

Note !評価結果が2つの級の中間である場合は2つの級を-でつないで表す｡

さらに,上述の視感色差値e (△E**/Co*)から次式により,寺主により提案されている視感

変退色指数(Ne♯)を算出し,表3に示す判定基準に基づいて,耐光堅ろう度の判定を行った9)｡

Nc* - 5.5-log )e (A｣**/Co*)/0.12KD+l|//o^2

KD;定数-0.125)

3.結　果　と　考　察

--(9)

3.1染色条件と発色色相

染液のpH,処理温度,および媒染剤の種類の異なる45種の条件で染色した染色布の色相の分

布をマンセル表色系の色相環図上にプロットし,図2に示す｡さつまいもの葉茎による染色布の



1.絹

2.羊毛

PB

-b*

図　2　　マンセル表色環上での

染色布の発色色相の分布
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発色色相は,染色布の組成に関わらず,マンセル表色糸のG (緑), Y (黄), yR (黄色)の範

囲に分布し, Cu媒染による4種を除いてYからYRの色相を呈したが,色相,彩度共に,羊毛

布が絹布より若干広範囲に分布していた｡

各条件で染色した染色布の写真と固有色名を図3に示す｡発色色相は媒染剤の種類によって異

なり,媒染剤としてAl,Snを用いた場合,亜麻色,香色, Feでは,ひわ茶,砂色,チャコール

グレー, Cuでは,ひわ茶,シルバーセイジ,枯草色, crでは,黄土色,鴬茶,オールドゴール

ドに発色した｡染液のpH値が高く,処理温度が低い染色条件では, pH値が低く,処理温度が

高いものと比較して,淡色に染まる傾向が見られ, Al,Sn媒染では,ほとんど染まらなかった｡
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2.羊毛
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図　3　染色･媒染条件の違いによる発色色相
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3.2　露光による染色布の色彩の変化

45種の染色布の色度値x,Jは図4に示す範囲に分布し,図4の色度範囲で露光時間に伴う染

色布の色度変化を図5に示した｡染色直後の発色色相の分布範囲は　3.1で述べたように羊毛布

は絹布と比較して広範囲であったが,露光による変化が大きく,露光後の発色色相の分布範囲は

絹布とほぼ同様となるものも多く見られた｡特に, Cr,Cuを媒染剤として用いた場合には,大

きな変化が認められた｡しかし, Cr,Cuを媒染剤として用いた場合でも,染液のpH値4,処理

温度95℃で染色した場合は,他の条件で染色したものと比べて,変化量が小さかった｡ 5種の媒

染剤の中で,もっとも変化量が小さい媒染剤はFeであり, Fe媒染を行うことによって,染液

のpH,処理温度にかかわらず,良好な耐光性を示す染色布を得ることができた｡また,露光に

よって染色布のx,Jの値は共に小さくなり,色度図上で彩度の方向に変化することから,さつ

まいもの葉茎による染色布は露光によって退色することがわかった｡これらは染色布の組成にか

かわらず同傾向を示した｡

耐光性の良好な染色布を作成するための条件を検討するために,耐光堅ろう度の評価をおこな

い,絹布の等級を表4-1に,羊毛布の等級を表4-2に示す｡ 1サイクルの行程で染色した染色

布のカーボンアーク灯32時間露光後の耐光堅ろう度の等級が4以上のものは,絹布で9種,羊毛

布で4種であった｡絹布の染色を行う場合には,染液のpH値が高い場合には, Al,Snによって

染色し, pH値を低くして染色を行う場合には, Fe,Cuで媒染することによって,耐光性の良好

な染色布を作成できることを明らかにした｡羊毛布では,高温で染色して　Al,または, Snで

0.2　　　　0.4　　　　0.6　　　　0.8

X

図　4　染色布の色度範囲
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2.羊毛

メ/

〆′

0.32　0.34　0.36　0.38　0.40　0.42 0.4 0.34　0.36　0.38　0.40　0.42　0.44

図　5　露光による色度の変化
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表4-1　絹布の耐光堅ろ　う　度
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pH 4 6 8

ォSfc # J

温度 (℃)

時間 40 60 95 40 60 ■95 40 60 95

A 1

8 3 3 3 4 * 4-5 * 3 3-4 4-5 4 *

16 3 3 3 3-4 4-5 3 3■4 4 * 4 *

32 2 2 2 3-4 4-5 * 3 3-4 4 * 3-4

Sn■

8 3-4 3 3 4 * 4-5 4-5 4 -5 3 4-5

16 3 3 2 5 * 3-4 4-5 4 * 3 4-5

32 2 2 2 4 * 3 4-5 4 * 3 5 *

F e

8 3 3■4 5 * 2 2 3 2 2 3

■16 3 3■ 4●5 声 0 0 2 0 1 2

32 3 3 4-5 0 0 1 0 0 1

C u

8 3-4 4 * 4 -5 3 3 ■4 * 3 3 3-4

16 4 * 4 ■* 4 * 2 2 3 2 2 3

32 4 * 3■4 3■4 2 2 3 1 2 3

C r

8 3 3 3■4 4-5 3 3-4 3 3 3■4

16 3 3 3 4 * 3 3 3 3 3-4

32 2 2 2 4 * 3 3 3 3 3

表4-2　羊毛布の耐光堅ろ　う　度

pH 4 6 8

媒染剤

温度(℃)

時間 (hr) 40 60 95 40 60 95 40 60 95

A 1

8 4 * 3-4 4 -5 2 2 5 干 1 2 5 *

16 3-4 3■4 4 * 1 2 4 * 1 2 4-5

32 3 3 3 1 1 3 0 1 3■4

Sn

8 3-4 4 * 4 * 2 2 4 * 2 1 4 *

16 3ー4 3-4 4 * 1 1 4 -5 2 0 5 *

32 3 3 3 0 0 4 -5 2 0 4 *

Fe

8 2 3 5 * 2 2 3 2 2 3

16 2 2 4 * 0 1 3 1■ 1 3

32 1 2 4 -5 0 0 2 0 0 2

C u

8 3 3 4 * 2 2 3 1 2 3

16 2 3 4 * 0 1 3 0 1 2

32 2 2 4 * 0 0 2 0 0 2

C r

8 1 2 ■2 0 0 2 1 0 2

16 1 1 2 0 0 1 0 0 1

32 0 1 2 0 0 1 0 0 1

Note :Al; K2Al2(SO4)4, Sn; SnCh, Fe; FeCk, Cu; CuSCk Cr; foCnO
*:Nc♯≧4
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媒染したものに,やや良好な耐光性が認められ,染液のpH値が低い場合には, FeCuで媒染す

ることによって良好な耐光性を持つ染色布を作成できることを明らかにした｡

4.結 章五
Rlコ

鹿児島県の代表的な特産物であり,収穫量の高いさつまいもに着目し,食用である根塊の収穫

した後,食品廃棄物となっている葉茎を用いて染色を行い,衣料用染料としての実用の可能性に

ついて検討を行った｡

さつまいもの菓茎による染色布の発色色相は,マンセル表色系統では　YR　黄赤), Y (黄),

YG (緑)の範囲のに分布し,亜麻色,香色,ひわ茶,砂色,チャコールグレー,シンパ-セイ

ジ,枯草色,黄土色,鴬茶,オールドゴールドに発色した｡染液のpH値が高く,処理温度が低

い染色条件では, pH値が低く,処理温度が高いものと比較して,淡色に染まる傾向が見られた｡

さつまいもの葉茎染色では,染液のpH値が高くして　Al,Snによって媒染したもの, pH値

を低くして染色を行う場合には　Fe,Cuで媒染したものに,良好な耐光性が認められ,絹布と

羊毛では,ほぼ同様に傾向を示すことを明らかにした｡

1サイクル工程の染色では耐光堅ろう度の低かった染色布においても,染色行程のサイクルを

重ねることによって,染色堅ろう度が高まることが期待でき,染色堅ろう度の高い染色布の得ら

れる条件を,さらに検討する必要があると思われる｡
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